

　


　



コロナ禍でも国内線新路線拡大するピーチ

Ｊ
Ｒ
東
日
本

西
武
Ｈ
Ｄ

働
き
方
提
案
な
ど
新
事
業
開
発

包
括
的
連
携
を
締
結

「
メ
イ
ト
」前
年
並
み
に
回
復

ＫＮＴ―
ＣＴＨＤ

「
赤
風
」が

ヵ
月
ぶ
り
増

日旅

国
内
旅
行
は

％
減

ＪＴＢ

Ｒ
ｅ
ｌ
ｕ
ｘ

総
合
１
位「
箱
根
・
芦
ノ
湖
　

は
な
を
り
」


年
人
気
宿
ラ
ン
キ
ン
グ
発
表

エ
ジ
プ
ト
と
中
継

ツ
ア
ー
追
加
販
売

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

Go To　一時停止

年末年始の国内旅行
総消費額億円減

Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
研
発
表

　

月

日
に
ピ
ー
チ
が
中
部

国
際
空
港
（
セ
ン
ト
レ
ア
）
に

新
た
に
乗
り
入
れ
、
同
日
よ
り

新
千
歳
、
仙
台
の
２
路
線
に
就

航
し
、
さ
ら
に
１
月

日
に
は

那
覇
、
石
垣
島
の
２
路
線
に
も

就
航
し
、
一
気
に
４
路
線
に
就

航
す
る
。
他
の
航
空
会
社
で
は

路
線
撤
退
が
進
む
中
で
、
国
内

線
だ
け
で
は
あ
る
が
積
極
的
な

新
路
線
展
開
を
進
め
て
い
る
の

が
現
在
の
ピ
ー
チ
で
あ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

国
際
線
の
再
開
の
め
ど
が
立
た

な
い
中
で
、
当
初
２
～
３
年
か

け
て
国
内
線
新
路
線
を
増
や
す

計
画
で
い
た
も
の
を
国
際
線
の

運
休
に
よ
っ
て
今
年
度
に
前
倒

し
し
て
就
航
し
た
こ
と
を
ピ
ー

チ
の
森
健
明
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ

Ｏ
が

月

日
に
中
部
国
際
空

港
で
の
囲
み
取
材
で
明
ら
か
に

し
た
。
今
回
、
ピ
ー
チ
で
は
中

部
国
際
空
港
で
夜
間
駐
機
を
す

る
こ
と
に
な
り
拠
点
空
港
の
一

つ
に
な
る
。
拠
点
空
港
は
、
本

社
が
あ
る
関
西
を
は
じ
め
、
成

田
、
新
千
歳
、
仙
台
、
関
西
、

福
岡
、
那
覇
に
次
い
で
中
部
は

八
つ
目
の
拠
点
空
港
と
な
る
。

　
国
内
線
の
路
線
数
も

月


日
現
在
で

路
線
と
な
り
、
１

月

日
の
中
部
―
那
覇
、
中
部

―
石
垣
島
の
就
航
で

路
線
、

２
月

日
に
成
田
―
女
満
別
線

で

路
線
、
２
月

日
に
成
田

―
大
分
線
で

路
線
と
な
る
。

特
に
最
近
で
は
成
田
空
港
発
着

路
線
を
増
や
し
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
の
８
月
に
宮
崎
線
と
釧
路

線
に
就
航
し
、
２
月
に
新
た
に

女
満
別
線
、
大
分
線
に
就
航
す

る
な
ど
一
気
に
４
路
線
を
増
や

し
、
成
田
発
着
の
国
内
路
線
は


路
線
と
な
り
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス

タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
を
上
回
る
成

田
発
着
の
路
線
数
と
な
る
。
ジ

ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
は

運
休
便
比
率
も
ピ
ー
チ
に
比
べ

て
高
く
、
新
規
就
航
路
線
は
な

く
、
逆
に
庄
内
線
を
既
に
運
休

し
て
い
る
ほ
か
、
下
地
島
（
宮

古
島
）
線
に
つ
い
て
も
一
部
の

日
の
み
運
航
し
て
い
る
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
発
着
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

つ
い
て
も
関
西
空
港
で
は
Ｌ
Ｃ

Ｃ
専
用
の
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

利
用
し
て
い
る
が
、
成
田
空
港

で
は

月

日
に
は
従
来
の
第

３
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
鉄
道
駅

（
成
田
空
港
駅
）
に
直
結
す
る

第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
移
転
す
る

な
ど
利
便
性
を
向
上
さ
せ
て
い

る
。
ま
た

月
末
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
事
業
構
造

改
革
で
Ａ
Ｎ
Ａ
と
ピ
ー
チ
と
の

連
携
を
強
め
る
方
針
を
明
ら
か

に
し
、
片
野
坂
真
哉
社
長
は

「
Ａ
Ｎ
Ａ
と
ピ
ー
チ
の
両
ブ
ラ

ン
ド
間
で
連
携
し
て
路
線
分
担

の
最
適
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
」
と
い
う
方
針
の
下
、
今
後

は
Ａ
Ｎ
Ａ
と
ピ
ー
チ
の
路
線
重

複
を
減
ら
す
方
向
を
明
ら
か
に

し
、
Ａ
Ｎ
Ａ
と
ピ
ー
チ
の
乗
客

が
共
食
い
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
路
線
選
択
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
組
み
立
て
を
し
て
い
く

上
で
、
羽
田
発
着
・
伊
丹
発
着

路
線
は
今
後
も
Ａ
Ｎ
Ａ
が
中
心

に
な
る
が
、
関
西
発
着
・
中
部

発
着
・
福
岡
発
着
路
線
な
ど
は

ピ
ー
チ
便
で
の
運
航
が
増
え
る

可
能
性
が
高
く
、
２
０
２
１
年

も
ピ
ー
チ
は
国
内
線
を
中
心
と

し
た
拡
大
路
線
が
継
続
さ
れ
る

可
能
性
が
高
い
。

　（
航
空
・
旅
行
ア
ナ
リ
ス
ト
、

帝
京
大
学
非
常
勤
講
師
）
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日
本
旅
行
の
２
０
２
０
年


月
の
販
売
実
績
は
、総
販

売
高
が
前
年
同
月
比

・
０

％
減
の
１
４
９
億
７
０
８
０

万
円
だ
っ
た
。国
内
旅
行
は

同
社
の
企
画
商
品「
赤
い
風

船
」が
前
年
同
月
比
０
・
９
％

増
と
、
年
９
月
以
来
、
カ

月
ぶ
り
に
増
加
。た
だ
、国
内

全
体
は
団
体
旅
行
の
大
幅
減

で

・
５
％
減
、１
４
５
億
３

７
５
６
万
円
に
と
ど
ま
っ

た
。海
外
旅
行（

・
７
％
減
、

２
億
６
７
２
７
万
円
）と
国

際
旅
行（

・
３
％
減
、１
億

６
５
６
２
万
円
）は
前
年
を

大
き
く
下
回
っ
た
。

　
国
内
の
う
ち
、
企
画
商
品

が
２
・
８
％
減
の

億
４
６

１
０
万
円
と
、
ほ
ぼ
前
年
並

み
に
な
っ
た
。
同
月
は
Ｇ
ｏ

　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
東
京
発
着
が
解
禁
。

そ
の
影
響
と
見
ら
れ
る
。
自

社
企
画
の
赤
い
風
船
が
０
・

９
％
増
の

億
５
６
５
１
万

円
。
他
社
企
画
は

・
６
％

減
の
８
９
５
８
万
円
に
と
ど

ま
っ
た
。

　
国
内
団
体
は

・
８
％
減

の

億
８
１
６
４
万
円
。
一

般
団
体
（

・
５
％
減
、
８

億
９
６
９
０
万
円
）
、
教
育

旅
行
団
体
（

・
８
％
減
、


億
８
４
７
３
万
円
）
と
も

に
大
き
く
減
少
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
券
、
航
空
券
、
一
般

宿
泊
な
ど
の
個
人
旅
行
計
は


・
９
％
減
の

億
９
８
２

万
円
。

　
海
外
は
企
画
商
品
が

・

９
％
減
の
２
１
６
万
円
。
団

体
が

・
３
％
減
の
１
８
４

３
万
円
。
一
般
団
体
、
教
育

旅
行
団
体
と
も
に

・
３
％

減
少
し
た
。
企
画
商
品
以
外

の
個
人
旅
行
は

・
３
％
減
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
、
総

販
が
前
年
同
期
比

・
９
％

減
の
１
０
２
０
億
５
５
２
７

万
円
。
こ
の
う
ち
国
内
は


・
０
％
減
の
８
１
４
億
１
８

３
９
万
円
。
海
外
は

・
４

％
減
の
１
４
０
億
７
１
８
８

万
円
。
国
際
は

・
２
％
減

の

億
４
６
３
３
万
円
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）

は

月

日
、
「
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創
造
×

地
方
創
生
」
を
連
携
コ
ン
セ
プ
ト
に
包
括
的
連
携
を
結

ん
だ
こ
と
を
発
表
し
た
。
①
新
し
い
働
き
方
・
暮
ら
し

方
の
提
案
②
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
長
期
的
な
連
携
③

沿
線
活
性
化
に
向
け
た
連
携
―
の
三
つ
が
軸
。
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
生
か
し
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
、

Ｄ
Ｘ
の
活
用
な
ど
新
規
事
業
を
開
発
、
展
開
す
る
。

深
澤
社
長（
左
）と
後
藤
社
長

イ
メ
ー
ジ

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

月

日
に
発

表
し
た
グ
ル
ー
プ
会
社

社

計
の

月
の
旅
行
取
扱
額
は

前
年
対
比

・
０
％
減
の
５

３
８
億
５
２
０
０
万
円
だ
っ

た
。
う
ち
国
内
旅
行
は

・

８
％
減
の
５
２
６
億
４
６
０

０
万
円
と
な
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
を
見
る

と
団
体
旅
行
は

・
９
％
減
。

一
般
団
体
は

・
５
％
減
、

教
育
団
体
は

・
９
％
減
だ

っ
た
。

　
企
画
商
品
は

・
４
％
減

で
、
う
ち
ブ
ラ
ン
ド
「
エ
ー

ス
Ｊ
Ｔ
Ｂ
」は

・
４
％
減
。

エ
ー
ス
は
取
扱
人
員
で
は


・
５
％
減
と
な
っ
た
。

　
海
外
旅
行
は

・
４
％
減

の
８
億
８
７
０
０
万
円
。
団

体
旅
行
が

・
６
％
減
、
企

画
商
品
は

・
９
％
減
だ
っ

た
。
国
際
旅
行
は

・
０
％

減
の
３
億
１
９
０
０
万
円
と

な
っ
た
。

　
２
０
２
０
年
度
４
～

月

累
計
で
は
、
旅
行
取
扱
額
は


・
７
％
減
の
１
７
９
８
億

６
８
０
０
万
円
。
国
内
旅
行

は

・
４
％
減
の
１
７
２
３

億
３
２
０
０
万
円
、
海
外
旅

行
は

・
８
％
減
の

億
６

４
０
０
万
円
、
国
際
旅
行
は


・
７
％
減
の

億
７
２
０

０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
連
携
開
始
に
当
た
り
、
東

京
・
品
川
に
あ
る
西
武
Ｈ
Ｄ

グ
ル
ー
プ
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
高
輪
で
記
者
会

見
を
開
催
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

深
澤
祐
二
社
長
は
「
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
強
み
で
あ
る
長
距
離

輸
送
が
可
能
な
路
線
網
と
西

武
Ｈ
Ｄ
の
強
み
で
あ
る
豊
富

な
ホ
テ
ル
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設

と
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
掛
け
合

わ
せ
る
」
と
述
べ
、
場
所
や

時
間
に
捉
わ
れ
な
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
提
供
、
事
業
者

間
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
動
を
行

う
こ
と
を
強
調
し
た
。
西
武

Ｈ
Ｄ
の
後
藤
高
志
社
長
は

「
よ
り
住
み
や
す
く
働
き
や

す
い
社
会
を
実
現
し
、両
社
、

地
方
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

三
方
良
し
の
事
業
と
し
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
新
し
い
働
き
方
・
暮
ら
し

方
の
提
案
で
は
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
浸
透
、
拡
大
を
図

り
、
企
業
も
個
人
も
健
康
で

幸
せ
な
「
ウ
ィ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
」
を
実
現
す
る
。
両
者
は

新
機
軸
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
「
移
住

ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
」
の
ほ

か
、
企
業
向
け
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
の
研
修
プ
ラ
ン

や
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
テ
ー
マ

型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
設
け
る
。当
初
は
軽
井
沢
、

苗
場
、
雫
石
エ
リ
ア
で
展
開

す
る
予
定
。
付
加
価
値
と
し

て
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
志
向

の
旅
行
プ
ラ
ン
、
エ
ビ
デ
ン

ス
の
提
供
な
ど
を
行
う
予
定

だ
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
「
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
」
を

新
た
に
西
武
Ｈ
Ｄ
が
保
有
す

る
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
各
施

設
で
も
展
開
。
２
０
２
３
年

度
に
１
千
カ
所
の
展
開
を
目

指
す
。
ブ
ー
ス
型
の
「
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
」
は
西
武
鉄
道
沿
線
で
も

展
開
す
る
予
定
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
長

期
的
な
連
携
で
は
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

を
生
か
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
。
軽
井
沢
を

舞
台
と
し
た
「
観
光
に
も
生

活
に
も
使
っ
て
い
た
だ
け
る

地
域
の
足
づ
く
り
」
や
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
が

年
度
ご
ろ
ま

ち
び
ら
き
を
目
指
す
「
品
川

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
近

隣
の
各
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
と

の
連
携
な
ど
、
エ
リ
ア
に
ふ

さ
わ
し
い
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
拠
点
の
開
発
の
推
進

と
し
て
店
舗
Ｍ
Ｄ
構
成
で
の

連
携
な
ど
、
駅
や
ま
ち
の
活

性
化
、
価
値
の
最
大
化
に
取

り
組
む
。

　
沿
線
活
性
化
に
向
け
た
連

携
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
地
方

創
生
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
を
共
同
で
実
施
。
高
輪

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
、
石
神
井

公
園
駅
で
の
マ
ル
シ
ェ
連
携

や
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
事
業
共
創
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
西
武
ラ
ボ
の
新
規
事

業
創
出
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
グ
ラ
ム「
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」

の
連
携
強
化
に
よ
る
相
互
の

イ
ン
フ
ラ
の
活
用
な
ど
を
行

う
。

　
こ
の
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
連

携
と
し
て
、
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
の
「
プ
リ
ン
ス
　
ス
マ
ー

ト
　
イ
ン
熱
海
」
内
の
飲
食

店
舗
へ
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
　
Ｔ
Ｏ

　
Ｇ
Ｏ
社
の
非
対
面
オ
ー
ダ

ー
決
済
端
末
「
Ｔ
Ｔ
Ｇ
―
Ｍ

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
」
を
導
入
す

る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
非
接
触
、省
力
化
の
実
現
、

地
方
創
生
と
し
て
新
た
な
グ

ロ
ー
バ
ル
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
誘
致

な
ど
に
取
り
組
む
。

　
新
規
事
業
の
収
益
化
、
将

来
の
事
業
性
に
つ
い
て
、
後

藤
社
長
は
「
収
益
化
は
こ
れ

か
ら
検
討
す
る
。
利
益
を
生

み
、
地
域
に
も
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
話

し
た
。
長
期
的
な
現
業
で
の

協
力
に
つ
い
て
深
澤
社
長
は

「
鉄
道
な
ど
似
た
と
こ
ろ
は

連
携
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
２

月
３
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
「
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
博
物

館
と
中
継
！
　
エ
ジ
プ
ト
神

話
と
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
に
出

会
う
」
を
催
行
す
る
。
ツ
ア

ー
は
、

月

日
に
実
施
し

て
好
評
だ
っ
た
（
１
５
１
人

参
加
）こ
と
か
ら
追
加
販
売
。

特
別
な
許
可
を
得
た
「
ツ
タ

ン
カ
ー
メ
ン
黄
金
マ
ス
ク
」

と
の
対
面
も
用
意
す
る
。

　
同
ツ
ア
ー
は
、
ウ
ェ
ブ
会

議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使

い
、
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
博
物

館
か
ら
生
配
信
。
同
館
が
所

蔵
す
る
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の

黄
金
マ
ス
ク
や
数
々
の
展
示

品
を
、
同
社

年
ベ
ス
ト
ガ

イ
ド
を
受
賞
し
た
日
本
語
ガ

イ
ド
の
ア
ム
ル
氏
が
紹
介
す

る
。
ま
た
、
展
示
品
に
関
す

る
ク
イ
ズ
や
チ
ャ
ッ
ト
に
寄

せ
ら
れ
た
質
問
に
対
し
て
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
回
答
す
る
。

　
料
金
は
「
国
立
ベ
ル
リ
ン

・
エ
ジ
プ
ト
博
物
館
所
蔵
　

古
代
エ
ジ
プ
ト
展
　
天
地
創

造
の
神
話
」
入
場
券
付
き
が

１
人
３
５
０
０
円
、
入
場
券

な
し
が
１
人
２
千
円
。
中
継

時
間
は

分
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
は


月

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
を
受
け
た
「
Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
全
国
一
時
停
止
措
置

に
よ
っ
て
、
年
末
年
始
の
国

内
旅
行
が
総
消
費
額
で
３
１

８
７
億
１
千
万
円
減
少
す
る

と
の
推
計
値
を
発
表
し
た
。

　
同
社
は

月
当
初
、
年
末

年
始
の
国
内
旅
行
者
に
つ
い

て
前
年
比

・
０
％
減
の
１

７
５
５
万
人
、

総
消
費
額
で
５

７
９
４
億
７
千

万
円
と
予
想
し

て
い
た
。
し
か

し
、感
染
拡
大
、

需
要
喚
起
策
の

一
時
停
止
を
受

け
、
こ
れ
を
前

年
比

％
減
の

７
９
０
万
２
千

人
、
２
６
０
７

億
６
千
万
円
に

引
き
下
げ
た
。

　
推
計
値
は
、

各
種
消
費
者
ア

ン
ケ
ー
ト
、
経

済
指
標
、
観
光

統
計
、
宿
泊
施

設
や
交
通
機
関

の
予
約
状
況
な

ど
か
ら
算
出
し

た
。
年
末
年
始

の
期
間
は
、
前

年
と
比
較
す
る

た
め
に
２
０
２

０
年

月

日

～

年
１
月
３

日
出
発
分
と
し

て
い
る
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
の
２
０
２
０
年


月
の
総
取
扱
額
（
グ
ル
ー
プ


社
計
）
は
、
前
年
同
月
比


・
６
％
減
の
１
５
４
億
５

９
０
７
万
円
だ
っ
た
。
国
内

旅
行
が

・
１
％
減
の
１
４

５
億
２
２
６
２
万
円
、
海
外

旅
行
が

・
３
％
減
の
１
億

２
０
７
５
万
円
。
外
国
人
旅

行
は
１
４
６
万
円
の
損
失
と

な
っ
た
。
国
内
企
画
旅
行
メ

イ
ト
は
前
年
並
み
ま
で
回
復

し
た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
は
、
一

般
団
体
が

・
１
％
減
（
５

億
１
７
３
３
万
円
）
、
学
生

団
体
が

・
２
％
減
（

億

２
２
６
１
万
円
）
。
一
般
、

学
生
団
体
と
も
に
減
少
し
、

合
計
で

・
４
％
減
（

億

３
９
９
５
万
円
）と
な
っ
た
。

国
内
企
画
旅
行
は
、
メ
イ
ト

が
６
・
２
％
減
の

億
３
２

４
１
万
円
、
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ

ズ
ム
国
内
は

・
８
％
減
の


億
３
１
６
万
円
、
合
計
で


・
６
％
減
の

億
５
２
７

３
万
円
。
国
内
個
人
旅
行
は

同

・
６
％
減
の

億
２
９

９
３
万
円
だ
っ
た
。

　
海
外
旅
行
の
内
訳
は
、
一

般
団
体
は

・
９
％
減
、
学

生
団
体
は

・
５
％
減
で
、

合
計
が

・
２
％
減
の
３
１

４
３
万
円
と
な
っ
た
。
海
外

企
画
旅
行
は

・
９
％
減
の

２
１
７
万
円
、
海
外
個
人
旅

行
は

・
５
％
減
の
８
７
１

４
万
円
だ
っ
た
。

　
区
分
別
に
見
る
と
、
国
内

学
生
団
体
は
修
学
旅
行
の
再

開
の
動
き
が
み
ら
れ
た
も
の

の
、
国
内
一
般
団
体
を
含
め

移
動
を
避
け
る
傾
向
が
続

き
、取
り
扱
い
が
減
少
し
た
。

国
内
企
画
旅
行
で
は
、
前
年

に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
Ｇ

ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
効
果
で
家
族
や
友

人
な
ど
少
人
数
単
位
で
催
行

す
る
ツ
ア
ー
や
宿
泊
商
品
は

前
年
並
み
と
な
っ
た
。

　
海
外
一
般
団
体
、
学
生
団

体
、
海
外
旅
行
企
画
は
、
国

際
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
拡
大
で
旅
行
の
中

止
や
延
期
の
影
響
や
、
航
空

路
線
の
運
休
、
減
便
が
続
い

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
取
り

扱
い
が
減
少
し
た
。

　
外
国
人
旅
行
は
、
レ
イ
ル

パ
ス
な
ど
の
払
い
戻
し
な
ど

の
結
果
、
マ
イ
ナ
ス
計
上
と

な
っ
た
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
宿
泊
予

約
ア
プ
リ
「
Ｒ
ｅ
ｌ
ｕ
ｘ

（
リ
ラ
ッ
ク
ス
）
」
を
運
営

す
る
Ｌ
ｏ
ｃ
ｏ
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ

ｎ
ｅ
ｒ
ｓ
は
こ
の
ほ
ど
、
Ｒ

ｅ
ｌ
ｕ
ｘ
に
掲
載
の
あ
る
約

３
２
０
０
施
設
を
対
象
と
し

た
人
気
宿
ラ
ン
キ
ン
グ
「
Ｒ

ｅ
ｌ
ｕ
ｘ
　
Ｏ
Ｆ
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ

　
Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ
２
０
２
０
」
を

発
表
し
た
。
宿
泊
利
用
実
績

な
ど
を
も
と
に
し
た
総
合
ラ

ン
キ
ン
グ
の
第
１
位
に
は

「
箱
根
・
芦
ノ
湖
　
は
な
を

り
」（
神
奈
川
県
・
箱
根
）、

Ｒ
ｅ
ｌ
ｕ
ｘ
カ
ス
タ
マ
ー
か

ら
の
レ
ビ
ュ
ー
評
価
を
点
数

化
し
た
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ

の
第
１
位
に
は
「
由
布
院
　

六
花
」（
大
分
県
・
湯
布
院
）

を
選
出
し
た
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
Ｒ
ｅ
ｌ

ｕ
ｘ
の

年

月
１
日
か
ら


年

月

日
ま
で
の
チ
ェ

ッ
ク
ア
ウ
ト
数
を
元
に
集
計

さ
れ
た
。

　
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

都
心
か
ら
車
で
２
、
３
時
間

と
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
開
放

的
な
自
然
を
満
喫
し
な
が

ら
、
宿
で
の
ん
び
り
過
ご
す

リ
ゾ
ー
ト
や
旅
館
が
上
位
に

ラ
ン
ク
イ
ン
。
１
位
の
箱
根

・
芦
ノ
湖
　
は
な
を
り
は
３

年
連
続
で
１
位
を
獲
得
。
家

族
や
カ
ッ
プ
ル
、
女
子
旅
な

ど
幅
広
い
顧
客
層
か
ら
評
価

を
得
た
。
「
あ
ら
ゆ
る
旅
行

シ
ー
ン
で
も
特
別
な
旅
行
体

験
を
実
現
で
き
る
こ
と
が
人

気
の
秘
訣

ひ
け
つ

」
と
同
社
。

　
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で

は
、
旅
館
タ
イ
プ
の
ラ
ン
ク

イ
ン
が
目
立
ち
、
接
客
、
サ

ー
ビ
ス
で
高
く
評
価
さ
れ
た

宿
泊
施
設
が
上
位
に
選
ば
れ

た
。
１
位
に
は

年
９
月
の

開
業
か
ら
２
年
連
続
で
満
足

度
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ

に

入
選
し
た
由
布
院
　
六
花
が

選
出
。
６
棟
の
離
れ
の
客
室

に
は
半
露
天
風
呂
が
併
設
さ

れ
、
一
人
旅
か
ら
家
族
旅
行

ま
で
幅
広
い
層
か
ら
高
評
価

を
得
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
今
回
か
ら
Ｒ

ｅ
ｌ
ｕ
ｘ
独
自
の
テ
ー
マ
別

ラ
ン
キ
ン
グ
を
開
設
。
人
生

で
一
度
は
訪
れ
た
い
極
上
の

宿
を
紹
介
す
る
「
Ｒ
ｅ
ｌ
ｕ

ｘ
　
Ｐ
ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｕ
ｍ
」
の

１
位
に
は
「
ザ
・
プ
リ
ン
ス

　
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京
」

（
東
京
都
・
芝
公
園
）
、
客

室
で
温
泉
を
満
喫
し
た
り
、

食
事
を
楽
し
ん
だ
り
、
宿
で

の
ん
び
り
過
ご
す
「
お
こ
も

り
宿
」
の
１
位
に
は
「
粋
松

亭
」
（
静
岡
県
・
土
肥
）
が

選
出
さ
れ
た
。

　
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ


は
次
の
通
り
。

　
■
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ

　
１
位
・
箱
根
・
芦
ノ
湖
　

は
な
を
り
（
神
奈
川
県
・
箱

根
）
▽
２
位
・
ハ
レ
ク
ラ
ニ

沖
縄
（
沖
縄
県
・
恩
納
村
）

▽
３
位
・
ふ
ふ
　
河
口
湖

（
山
梨
県
・
河
口
湖
）
▽
４

位
・
神
戸
み
な
と
温
泉
　
蓮

（
兵
庫
県
・
神
戸
）
▽
５
位

・
天
翠
茶
寮
（
神
奈
川
県
・

箱
根
）
▽
６
位
・
強
羅
花
扇

　
円
か
の
杜
（
同
・
同
）
▽

７
位
・
ふ
た
り
　
と
わ
に
　

縁
（
静
岡
県
・
土
肥
）
▽
８

位
・
食
べ
る
お
宿
　
浜
の
湯

（
同
・
稲
取
）
▽
９
位
・
伊

豆
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
修
善

寺
（
同
・
修
善
寺
）
▽

位

・
熱
海
　
ふ
ふ（
同
・
熱
海
）


